
 

 

  

 

  

 

 

～令和 7年度もよろしくお願いします！～ 
今年の春は寒暖差が大きく、体調管理が難しい日が多かったですが、桜もようやく満開

の時期を迎えました。目一杯に花開く様子が、入園、進級した園児の元気いっぱいの姿と

重なります。新年度になり、皆様の園でも子どもたちを迎え、にぎやかなスタートをきっ

ていることと思います。 

さて、長崎県幼児教育センターも３年目に突入しました。２枚目にこども未来課の新体

制を掲載しておりますので、どうぞご確認ください。今年度も県内で育つ全ての子どもの

ため、質の高い幼児教育・保育について共に考え、よりよい保育環境づくりを目指し、各

種研修の充実を図ってまいりたいと思います。センター課職員一同、精一杯努めてまいり

ますのでご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～新体制になりました～  

石田係長の後任として、小林 真実（まさみ）係長が着任しました。また、２月より 

幼児教育アドバイザー山口の後任として、緒方 愛（めぐみ）が勤務しております。 

 

      着任者より一言       

 

 

 

 

 

 

 

センター長の室野、課長補佐の高田、係長の福井、幼児教育アドバイザーの岩崎、森川

につきましては、引き続き幼児教育センターで仕事をします。今年度も訪問支援等で皆さ

まにお会いできるのを楽しみにしております。           （文責：高田 敦）  

長崎県幼児教育センターだより    

       Ｎｏ．１４        ２０２５．４．２         

 

 

 

係長 小林 真実 

長崎大学教育学部附属幼稚園から参り

ました。幼稚園教諭として保育を行う中

で学んだ経験を生かし、先生方と一緒に、

長崎県の幼児教育を盛り上げていければ

と思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

幼児教育アドバイザー 緒方 愛 

２月から自分の保育経験と照らし合わ

せながら幼児教育を学びなおし、たくさん

の気付きがありました。先生方の日頃の悩

みについて一緒に考え、よりよい幼児教育

の現場になるようにがんばります。 

長崎県では、子どもたちの生きる力となる 

「こころのねっこ」「からだのねっこ」「まなびのねっこ」 

を乳幼児期にみんなで育みます。 

《長崎県のめざす乳幼児期の子ども像》 

 生きるねっこの丈夫な子 
 


